
































 以上のように、本論文は、縫合 CFRP 積層板の面内荷重に対する力学特性を、縫合
密度、縫合方向および損傷メカニズムを含め総合的に検討し解明している。従って、
本研究は縫合技術を用いた実用構造部材の設計、製作に大きく寄与することが期待さ
れ、その工学的価値は極めて高い。よって本論文は、博士(工学)の学位を授与するに
値するものと認められる。 
（最終試験又は試験の結果） 
 本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い、質疑
応答を行った。また、論文審査委員により本論文及び関連分野に関する試問を行った。
これらの結果を総合的に審査した結果、専門科目についても十分な学力があるものと
認め、合格と判定した。 
 
